
墨 水 会 だ よ り（ 1 ）　令和８年３月１日 第33号

墨田川17回　　清澤　健一
　昭和８年静岡県静浦村に、校友会によって海の寮「静浦寮」を建設
し、昭和23年静浦寮を沼津市へ譲渡するまで夏季学校・水泳訓練・
補習授業として利用してまいりましたが、同年船橋市海神に海の寮「逝
川荘」を購入。
　その後昭和36年、館山市浜田の海岸隣接用地400坪の国有地を購
入し「楽水寮」を建設して、臨海学校やクラブ合宿として利用してきま
した。
　楽水寮は、南房総国定公園の指定地域内にあり、北西に面する部屋
からは対岸の三浦半島にある久里浜火力発電所と、山並みの上には富
士山を望む景観が広がり、東京湾に出入る大型船などが見える素晴ら
しい立地にあり、これからも新たな楽水寮に引き継がれます。
　夏には家族で海水浴、平素は魚釣りなど利用価値が高い寮ですので
大いに期待していただきたいと思います。
　来年夏に新たな楽水寮が完成予定ですので、多くの会員がご利用し
ていただければと存じます。
　今後もさらなるご支援ご協力をお願いいたします。
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同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

日
頃
よ
り
同
窓
会
活
動
に
対
し
ま
し
て
多
大

な
る
ご
理
解
、
ご
助
力
を
賜
り
ま
し
て
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

新
た
な
課
題
へ
の
挑
戦

　

現
在
の
同
窓
会
活
動
状
況
に
つ
き
ま
し
て

は
、さ
ま
ざ
ま
な
社
会
変
動
の
中
に
あ
っ
て
、

執
行
部
は
幹
事
各
位
、
会
員
各
位
、
高
校
側
、

美
汀
会
の
多
大
な
る
お
力
添
え
の
お
か
げ
で

何
と
か
活
動
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
て
お

り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
活
動
全
体
を
顧
み
れ
ば
終

身
会
員
の
弊
害
と
し
て
、
母
校
へ
の
帰
属
意

識
低
下
な
ど
課
題
は
山
積
し
て
い
る
の
が
実

情
で
す
。
ま
た
毎
年
3
0
0
名
ほ
ど
の
卒
業

生
の
う
ち
、
近
年
2
割
程
度
が
同
窓
会
に
加

入
し
な
い
状
況
で
あ
り
入
会
金
収
入
の
減
少

が
こ
こ
数
年
は
顕
著
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
財
政
状
況
の
改
善
を
始
め
課

題
山
積
の
今
年
度
は
、
昨
年
10
月
の
総
会
で

承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
現
執
行
部
の
大
部
分

の
方
々
は
一
部
変
更
は
あ
る
も
の
の
、
こ
の

困
難
に
立
ち
向
か
う
べ
く
継
続
の
意
思
を
表

明
し
て
く
れ
て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
た
く
存
じ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
諸
先
輩
方
が

脈
々
と
築
い
て
こ
ら
れ
た
実
績
と
成
果
を
継

承
し
つ
つ
、
新
た
な
課
題
へ
の
挑
戦
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｂ
ｅ 

r
e
b
o
r
n

　
　

～
生
ま
れ
変
わ
る
楽
水
寮
～

　

さ
て
永
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
二
寮
の
維
持

問
題
で
す
が
昨
年
4
月
に
軽
井
沢
の
「
七
生

寮
」を
星
の
リ
ゾ
ー
ト
に
売
却
し
、館
山
の「
楽

水
寮
」一
寮
管
理
に
集
約
し
、
老
朽
化
し
た
楽

水
寮
の
改
築
に
費
用
を
充
当
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

な
お
、
楽
水
寮
は
南
房
総
国
定
公
園
指
定

地
域
に
位
置
し
土
地
利
用
規
格
制
限
と
、
建

屋
建
築
制
限
等
厳
し
い
条
件
が
あ
り
、
現
在

毎
月
寮
問
題
検
討
委
員
会
を
開
催
し
、
建
替

え
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
等
近
隣
の
都
立
新

会
長
挨
拶

�

墨
田
川
18
回
　
小
川
　
浩
平
　

宿
高
校
、
立
川
高
校
の
寮
運
営
方
法
な
ど
参

考
に
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
合
宿
研
修
、
夏
季
期

間
家
族
で
の
海
水
浴
、
南
房
総
旅
行
の
宿
泊

拠
点
等
、多
岐
に
わ
た
る
利
便
性
を
重
点
に
、

来
年
の
夏
に
は
新
た
な
海
の
寮
と
し
て
開
設

で
き
る
よ
う
進
め
て
お
り
ま
す
。

永
続
的
な
支
援
に
向
け
て

　

ま
た
、
墨
田
川
高
校
現
役
生
徒
が
学
業
の

ほ
か
魅
力
あ
る
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、

ク
ラ
ブ
活
動
を
中
心
と
し
た
什
器
備
品
寄

贈
、
都
を
代
表
し
て
の
大
会
出
場
へ
の
資
金

援
助
支
援
を
積
極
的
に
行
っ
て
参
り
た
く
、

楽
水
寮
建
設
支
援
を
含
め
会
員
各
位
の
皆
様

に
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
ご
支
援
を
賜
り
た
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

  

令
和
７
年
度
・
８
年
度

墨
水
会　

役
員
一
覧
表

会　
　

長	

小
川　

浩
平
（
高
18
回
）

副
会
長	

横
井　

正
男
（
高
13
回
）

	

谷
澤　

尚
樹
（
高
15
回
）

	

竹
鼻　

宏
子
（
高
15
回
）

	

加
藤
多
恵
子
（
高
15
回
）

	

清
澤　

健
一
（
高
17
回
）

	

鈴
木　

憲
康
（
高
18
回
）

	

高
橋　

幸
男
（
高
18
回
）

	

山
田　
　

温
（
高
28
回
）

（
幹
事
長
）	

山
内　

雅
哉
（
高
30
回
）

	

宮
本　

雄
司
（
高
30
回
）

（
副
幹
事
長
）	

藤
原　

英
明
（
高
43
回
）

	

杉
﨑　

真
嗣
（
高
45
回
）

	

池
田　

朋
子
（
高
45
回
）

会　
　

計	

加
藤
多
恵
子
（
高
15
回
）

	

池
田　

朋
子
（
高
45
回
）

会
計
監
査	

宮
本　

雄
司
（
高
30
回
）

	

石
井　
　

温
（
高
31
回
）

顧　
　

問	

海
谷　

利
宏
（
高
１
回
）

	

梶
原　

德
二
（
高
４
回
）

	

泉
妻　

秀
一
（
高
８
回
）

相
談
役	

内
田　

博
万
（
高
４
回
）
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墨
水
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、益
々

ご
清
栄
の
こ
と
と
推
察
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
渡
邊
範
道
前
校
長
の
後
任
と
し

て
校
長
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
。大
正
十
一

（
1
9
2
2
）
年
に
東
京
府
立
第
七
中
学
校
と

し
て
開
校
以
来
、
百
年
を
超
え
る
歴
史
を
誇

り
、
高
い
学
力
の
獲
得
だ
け
で
な
く
、
部
活
動

や
学
校
行
事
と
両
立
で
き
る
力
を
育
み
、主
体

性
や
自
主
性
、協
調
性
を
養
う
こ
と
を
目
指
す

「
文
武
不
岐
」
を
校
訓
と
す
る
伝
統
校
に
赴
任

で
き
た
こ
と
は
、大
変
光
栄
な
こ
と
で
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
大
正
、
昭
和
、
平
成
、
そ
し
て
令
和

へ
と
時
代
が
移
っ
て
い
く
中
、
平
成
十
二

（
2
0
0
0
）年
に
は「
進
学
重
視
型
単
位
制
高

校
」と
し
て
新
た
な「
墨
田
川
高
校
」に
進
化
を

続
け
て
い
る
こ
と
は
、こ
れ
も
ひ
と
え
に
伝
統

を
受
け
継
い
で
き
た
卒
業
生
の
皆
様
、生
徒
た

ち
の
努
力
の
賜
物
と
思
い
ま
す
。

　
「
墨
水
会
だ
よ
り
」
の
書
面
を
お
借
り
し
て

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な
が
ら
私
が
発
見
し
た

七
高
の
魅
力
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

◆「
七
高
」の
墨
田
川
高
校

　

九
月
三
十
日
の
前
期
終
業
式
の
朝
、地
域
の

方
が
正
門
近
く
を
清
掃
さ
れ
て
い
ま
し
た
の

で
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
ご
挨
拶
を
し

た
と
こ
ろ
「
七
高
の
先
生
で
す
か
？
」
と
尋
ね

ら
れ
た
の
で「
は
い
、校
長
で
す
」と
答
え
た
出

来
事
が
あ
り
ま
し
た
。地
域
の
方
か
ら
は
、
墨

田
川
高
校
が
「
七
高
」
で
親
し
ま
れ
愛
さ
れ
て

い
る
学
校
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
痛
感

し
ま
し
た
。

　

こ
の
出
来
事
に
つ
い
て
は
、終
業
式
で
も
予

定
し
て
い
た
校
長
講
話
の
内
容
を
変
更
し
て
、

エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
話
し
を
し
ま
し
た
。本
校

が「
七
中
」「
七
高
」「
墨
田
川
高
校
」と
名
称
を

変
え
な
が
ら
も
地
域
に
根
ざ
し
た
歴
史
と
伝

統
が
あ
る
学
校
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
こ

と
に
誇
り
を
持
ち
、後
期
の
学
校
生
活
に
向
け

て
努
力
を
継
続
し
て
ほ
し
い
と
い
う
校
長
講

話
を
い
た
し
ま
し
た
。

◆
見
ど
こ
ろ
満
載
の
体
育
祭
・
七
高
祭

　

七
高
体
育
祭
の
特
徴
で
も
あ
る
「
族
」
は
、

一
年
次
か
ら
三
年
次
の
ク
ラ
ス
替
え
が
あ
っ

て
も
一
年
次
所
属
が
引
き
継
が
れ
る
縦
系
列

の
活
動
で
あ
り
、他
校
に
類
を
見
な
い
一
番
の

特
徴
だ
と
思
い
ま
す
。応
援
合
戦
だ
け
で
な
く

「
族
」を
中
心
と
し
た
競
技
は
、全
て
に
お
い
て

躍
動
感
に
あ
ふ
れ
、見
ど
こ
ろ
が
満
載
の
体
育

祭
と
言
え
ま
す
。七
高
の
卒
業
生
が
自
己
紹
介

と
と
も
に
、「
何
族
だ
っ
た
」
と
「
族
」
の
確
認

を
さ
れ
て
い
る
理
由
が
、こ
の
体
育
祭
を
通
し

て
良
く
分
か
り
ま
し
た
。

　

文
化
祭
と
し
て
の
七
高
祭
は
、日
本
の
学
校

教
育
に
お
け
る
文
化
祭
の
お
手
本
の
よ
う
だ

と
思
い
ま
し
た
。文
化
祭
は
、
日
本
の
学
習
指

導
要
領
上
の
特
別
活
動
の
一
種
で
、
生
徒
が

日
頃
の
学
習
や
活
動
の
成
果
を
総
合
的
に
発

展
さ
せ
、
発
表
し
合
い
、
互
い
に
鑑
賞
す
る
文

化
的
行
事
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
の
よ
う
に
学
校
教
育
の
一
環
と
し
て
毎

年
全
員
参
加
型
の
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
て
い

る
例
は
世
界
的
に
見
て
珍
し
い
よ
う
で
す
。

今
年
、
体
験
し
た
七
高
祭
は
、
日
頃
の
学
習
成

果
や
吹
奏
楽
部
を
は
じ
め
と
す
る
文
化
部
が

活
動
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
す
る
内
容
で
し

た
。特
に
中
夜
祭
で
は
、
生
徒
の
皆
さ
ん
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
か
ら
七
高
生
の
爆
発
す
る
熱

量
を
感
じ
ま
し
た
。

◆
さ
ら
な
る
魅
力
を
目
指
し
て

　

中
学
生
や
そ
の
保
護
者
を
対
象
と
し
た
学

校
説
明
会
で
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で
、

本
校
の
魅
力
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
少
人
数
・

習
熟
度
別
授
業
」「
単
位
制
を
生
か
し
た
豊
富

な
選
択
科
目
」「
進
学
実
績
」「
学
校
行
事
の
充

実
」「
部
活
動
の
充
実
」等
に
期
待
す
る
回
答
が

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

回
答
数
の
多
か
っ
た「
部
活
動
」は
、十
八
の

運
動
部
、
十
七
の
文
化
部
、
合
わ
せ
て
三
十
五

の
部
活
動
が
あ
り
、生
徒
の
興
味
・
関
心
に
応

じ
て
選
択
で
き
る
の
は
大
き
な
魅
力
で
す
。墨

水
会
の
皆
様
に
は
、部
活
動
が
関
東
大
会
や
全

国
大
会
出
場
の
栄
誉
を
受
け
た
際
に
は
、物
心

両
面
で
ご
支
援
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。お
陰
様
で
全
国
レ
ベ
ル
で
も

好
成
績
を
お
さ
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
進
学
重
視
型
単
位
制
高
校
」で
あ
る

本
校
は
、令
和
五
年
度
か
ら
、生
徒
一
人
一
人
の

能
力
を
最
大
限
に
伸
ば
す
学
校
づ
く
り
の
一
環

と
し
て
、進
学
対
策
に
組
織
的
、計
画
的
に
取
り

組
む
学
校
と
し
て「
進
学
指
導
推
進
校
」の
指
定

を
継
続
し
て
受
け
て
お
り
ま
す
。生
徒
の「
進
学

実
績
」と
と
も
に
、生
涯
に
わ
た
っ
て
探
究
を
深

め
る
未
来
の
創
り
手
と
し
て
送
り
出
す
取
組
の

「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」や
学
校
行
事
な
ど
を

充
実
さ
せ
、
さ
ら
な
る
魅
力
づ
く
り
が
必
要
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
墨
田
川
高
校（
七
高
）は
、様
々
な
可

能
性
を
秘
め
た
生
徒
た
ち
の
夢
と
未
来
を
応

援
す
る
た
め
、教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
教
育
活

動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、引
き
続

き
ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

地
域
か
ら
愛
さ
れ
る

　
　
　

魅
力
い
っ
ぱ
い
の
七
高

�

　
校
　
長
　
金
田
　
裕
治
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令和６年７月１日～令和７年６月30日

　定例事業は滞りなく実施しました。年４回の常任幹事会、総会及び懇親会、役員会、広報委員会（墨水会だより発行
など）、東京校歌祭り参加など、担当役員が中心に開催、実施しました。また、高校支援では、部活動支援や探求学習
のための図書購入支援、学校紹介DVDの更新などに努めました。一方で、寮関連事業としましては、軽井沢七生寮売却
交渉と契約調印、寮内物品の搬出や移動などを行い、館山楽水寮の改築に向けた寮問題検討委員会を開催し改築プラン
を検討しました。令和７年度に引き継ぎます。

日　時 会議・事業名 参加
人数 議　題、内　容 場所、会場

令和６年
7.3 第３回常任幹事会 22 総会　寮　校歌祭　その他（百周年寄贈品）関東大会補助（水泳部） 高校会議室

7.13 墨田区「社会を明る
くする運動」見学 11 高校吹奏楽部出演　　小川　梶原　海谷　横井　加藤　宮本　杉崎　

学校長　他３名 曳舟文化センター

7.15 寮管理・運営 2 楽水寮視察・管理人（田中氏）と打ち合わせ　谷澤・清澤 楽水寮
7.20 寮管理・運営 楽水寮　7.19-8.21  開寮（高校関係者のみ）　大人83人　子供15人 楽水寮
7.26 寮管理・運営 3 七生寮清掃など　谷澤・清水・上田　 七生寮
7.31 寮検討委員会 13 七生寮売却に向けた経過報告など 曳舟文化センター
8.17 七生寮売却交渉 3 軽井沢星野リゾートと交渉　　小川　谷澤　海谷 FAXによる回答送付
8.21 寮管理・運営 1 楽水寮　閉寮　谷澤　（管理人田中氏から各種報告　98名利用など） 楽水寮
8.22 役員会 10 総会準備　七生寮売却関連等 すみだ生涯学習センター

9.2 第４回常任幹事会 22 総会全般（総会出欠往復はがき配布）の件　七生寮売却の件　
東京校歌祭の件など 高校会議室

9.5 事業報告作成作業 2 谷澤　清澤 鎌ヶ谷
9.7・8 学校文化祭見学 2 清澤　鈴木 高校　

9.12 決算・予算案作成
打ち合わせ 3 加藤　山内　谷澤　＊総会準備　 山内法律事務所

9.26 総会会場打合せ 4 清澤　谷澤　山田　杉崎　（東天紅　海老原氏） 東天紅　上野店
9.28 役員会 10 総会準備　各種詳細打ち合わせ すみだ生涯学習センター
10.3 総会会場物品搬入 3 清澤　山田　杉崎 東天紅　上野店

10.5 102回　墨水会総会
　　　　懇親会 52 懇親会アトラクションに吹奏楽部卒業生18名が参加 東天紅　上野店

10.17 第２回学校運営
連絡協議会 2 小川　山田 高校会議室

10.22 役員会 13 小川　山内　他　総会関連報告及び反省、校歌祭・墨水会名簿発刊・
会報発刊などについて検討 すみだ生涯学習センター

10.27 第31回東京校歌祭参加 16 清澤　小川　他　（校歌、応援歌　披露） 杉並公会堂
11.4 寮管理・運営運営 1 楽水寮視察　寮門外見廻り　破損倉庫応急処置など　谷澤 楽水寮

11.11 第１回広報委員会 6 墨水会だより発行スケジュールなど　
小川　山田　谷澤　清澤　横井　竹鼻 高校同窓会室

11.28 第２回広報委員会 6 会報原稿依頼・記事割付など　
小川　山田　清澤　横井　竹鼻　サラト村井氏 高校同窓会室

11.29 寮関連 2 七星会代表理事変更手続き関連　　小川　海谷 海谷弁護士事務所
12.3 寮関連 2 七星会代表理事変更手続き関連　　小川　海谷 海谷弁護士事務所

12.6 第１回常任幹事会・
忘年会 20 寮関連報告　総会関連報告　　会員他　校長　美汀会長　墨汀会長出席 浅草　今半

12.25 第３回広報委員会 6 墨水会だより集約原稿確認など
小川　山田　谷澤　横井　清澤　サラト村井氏 高校同窓会室

令和７年

1.7 第４回広報委員会 6 墨水会だより発行　サラトとの調整など
小川　山田　谷澤　竹鼻　清澤　サラト村井氏 高校同窓会室

1.30 第５回広報委員会 5 墨水会だより原稿最終確認など　小川　山田　谷澤　竹鼻　清澤 高校同窓会室

2.6 第３回学校運営
連絡協議会 2 小川　山田 高校会議室

2.12 名簿関係打ち合わせ 2 谷澤　サラト村井氏 高校同窓会室

令和６年度　 墨 水 会 事 業 報 告
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日　時 会議・事業名 参加
人数 議　題、内　容 場所、会場

2.13 七星会役員会 10 七生寮売却最終会議、７年度の楽水寮開寮関連検討　　小川　他 すみだ生涯学習センター
2.26 寮関連 2 楽水寮視察　谷澤　清澤 楽水寮
3.5 第６回広報委員会 3 墨水会だより・名簿配布作業　山田　清澤　野崎教諭 高校同窓会室
3.7 新入会員名簿配布 9 野崎教諭、卒業学年担任　☆新入会員248名（卒業生302名） 高校３学年教室
3.8 高校卒業式参列 3 小川（祝辞）　泉妻　横井 高校体育館

3.13 寮関連 3 七星会名義変更手続き　小川　竹鼻　加藤 東京東信用金庫

3.27 七星会　理事会
・評議委員会 13 新理事・新評議員挨拶　七生寮売却手続き及び楽水寮開寮関連検討　

小川　谷澤　他 すみだ生涯学習センター

4.7 寮関連 5 七生寮売却・引渡し作業関連会議　小川　他 高校同窓会室
4.8 高校入学式参列 4 小川（祝辞）　海谷　梶原　横井 高校体育館

4.16 第４回常任幹事会準備 5 議題整理等　小川　谷澤　清澤　竹鼻　加藤 高校同窓会室
4.17 寮関連 3 七星会口座残高証明書取得　宮本会計事務所へ　小川　加藤　宮本 東信・ゆうちょ銀行

4.21 第２回常任幹事会 26
新校長挨拶　寮関連報告　総会準備関連協議　墨水会だより発送関連
作業　新入会費値上げ・名簿作成・校歌祭などについて検討
小川　山内　谷澤　清澤　他

高校会議室

4.24
七生寮売却契約調印 5 小川　海谷　谷澤　山内　星野リゾート担当 銀座星野リゾート事務所
売却金入金確認等 2 小川　竹鼻 東信本店

4.26 現役３年生保護者
に入会案内 1 ３年生保護者会にて墨水会活動報告・入会事前案内　小川 高校体育館

5.2 高校支援打ち合わせ 1 DVD変更撮影日程相談、七生寮ピアノ等寄贈運搬段取り等　小川 高校校長室
5.9 高校体育祭見学 5 小川　海谷　鈴木　山内　竹鼻　（寄贈テント設置の確認） 足立区舎人陸上競技場

5.21・22 七生寮ピアノ等
搬出・学校設置 4 小川　竹鼻　加藤　山内 七生寮

5.22 七生寮備品仕分け
・搬出 7 小川　谷澤　清澤　竹鼻　加藤　井上顧問子息夫妻 七生寮

5.24 寮関連 2 七生寮の布団等を楽水寮へ搬出　寮の点検 七生寮

5.29

第１回学校運営
連絡協議会 2 小川　山田 高校会議室

七生寮備品搬入 1 小川 高校会議室
寮問題検討委員会 12 今後の楽水寮関連スケジュール協議　小川　谷澤　山内　海谷　他 すみだ生涯学習センター

6.10 総会準備打ち合わせ 3 準備スケジュール確認　常任幹事会資料作成　東天紅との交渉など　
清澤　山田　杉崎 上海菜館

6.20 
高校支援 1 探究学習（千葉大訪問）謝礼金補助（校長へ） 高校校長室
寮問題検討委員会
事前打合せ 3 小川　谷澤　山内 高校同窓会室

6.26
高校支援 1 学校紹介DVD修正撮影立会　小川 高校該当各所
寮問題検討委員会 12 楽水寮建て直し計画など検討 すみだ生涯学習センター

6.28 総会準備打ち合わせ 4 会場との折衝　懇親会関連の検討（料理など）
清澤　山田　杉崎　東天紅海老原氏 上野東天紅

以下、令和７年度　活動途中経過（令和７年７月１日〜）

7.9 第３回常任幹事会 22 総会準備・懇親会内容　寮関連報告　校歌祭　など 高校会議室
7.18 高校支援 1 学校紹介DVD修正編集作業　小川 幕張本郷トーフナ映像㈱

7.23 七星会理事会・
評議員会 18 新理事・評議員承認　各種議案承認 すみだ生涯学習センター

7.24 寮問題
検討委員会 13 建て替え具体案の検討など

（予算・運営見込み資金　学校への各種聞き取りなど） すみだ生涯学習センター

8.9・10 寮関連 2 楽水寮視察と新宿高校寮訪問　谷澤　清澤 楽水寮

8.25 第４回常任幹事会 21 総会・懇親会内容討議・確認　案内状郵送手配　
高校支援（部活動支援）報告　校歌祭関連確認　など 高校会議室

9.1 役員会 4 役員役割分担打合せ　小川　谷澤　竹鼻　加藤 五反野
9.12 役員会 13 総会準備（資料確認、当日の役割分担、懇親会出席者関連など）他 すみだ生涯学習センター

9.24
総会関連打ち合わせ 5 総会関連資料最終確認　小川　山田　清澤　谷澤　山内 高校同窓会室
寮問題検討委員会 15 改築プラン案検討、基本構想など　小川他検討委員 すみだ生涯学習センター

10.4 第103回総会・
懇親会 64 令和６年度事業報告・会計報告などと令和７年度事業計画・予算案など 上野東天紅
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令和６年度　墨水会会計報告
 収 支 計 算 書 

令和６年７月１日から
令和７年６月30日まで

１  収入の部 （単位：円）

科　　目 金　　額 摘　　要

令和６年度卒業生入会金 1,984,000 248名×8,000円

名簿代（令和６年度卒） 1,062,100 247名×4,300円

寄付金 1,111,000 73名

総会会費 503,000 参加費、祝金

利息 8,811 定期預金・普通預金の利息

当期収入合計（A） 4,668,911

２  支出の部

科　　目 金　　額 摘　　要

会報 480,700 墨水会だより2,000冊

名簿小冊子 176,022 300冊

学校補助金 1,493,181 水泳部関東大会・インターハイ出場支援
金、寄贈（図書、アルミベンチ、テント）等

総会費 553,411 東天紅（会場費・飲食代等）、アトラクション謝礼

通信費 163,437 郵送代（総会、会報）

会議費 264,981 常任幹事会・役員会・編集委員会等の会議室料、飲食代等

渉外費 60,000 校歌祭参加費・広告代

総務費 230,000 担当者業務費

寄付金手数料 12,600 郵貯での寄付金受領の手数料

雑費 11,227 インクカートリッジ、usbメモリー、送金手数料等

当期支出合計（B） 3,445,559

３  当期剰余金の部

科　　目 金　　額 摘　　要

当期収入合計（A） 4,668,911
当期支出合計（B） 3,445,559
当期収支差額（A）−（B） 1,223,352
期首在庫品（C） 2,601,500 605冊×4,300円

期末在庫品（D） 1,539,400 358冊×4,300円

当期剰余金（Ａ）-（Ｂ）-（Ｃ）+（Ｄ） 161,252 前期剰余金184,348

   繰 越 金 計 算 書

前期繰越金 56,163,106
当期剰余金 161,252
次期繰越金 56,324,358

　以上のとおり御報告申し上げます。
令和７年７月31日　　　　　　　　　　

墨水会　会長　　小　川　浩　平　
墨水会　会計　　加　藤　多恵子　

 開 始 残 高 
令和６年７月１日

１ 資産の部 （単位：円）

定期預金 22,011,296 （口座番号0000027� 22,011,296）
普通預金 31,520,316（一般口座� 2,766,729）

（寄付口座� 17,536,114）
（百周年経費用口座� 0）
（小口受渡用口座� 1,000）
（郵貯寄付口座� 11,216,473）

現金 29,994
在庫品 2,601,500
　資産の部合計 　　　56,163,106 

２ 繰越の部
繰越金 55,978,758
前期剰余金増加額 　　　　 184,348
　繰越の部合計 　　　56,163,106 

 閉 鎖 残 高 
令和７年６月30日

１ 資産の部 （単位：円）

定期預金 47,016,888（口座番号0000027� 22,016,888）
（口座番号0000028� 25,000,000）

普通預金 7,542,416（一般口座� 2,688,926）
（寄付口座� 3,548,497）
（百周年経費用口座� 0）
（小口受渡用口座� 1,000）
（郵貯寄付口座� 1,303,993）

現金 225,654
在庫品 1,539,400
　資産の部合計 　　　56,324,358 

２ 繰越の部
繰越金 56,163,106
当期剰余金増加額 　　　 　161,252
　繰越の部合計 　　　56,324,358

 監 査 報 告 書 

墨水会定時総会議長     殿

　令和６年度墨水会収支計算書及び諸帳簿関係書類を監査
した結果、その数字は正確であり、かつ正当であった。
　各帳簿、領収書、証拠書類の保存整理も整然としてあっ
たことを御報告申し上げます。

令和７年８月21日　　　　　　　　　　　
墨水会　会計監査　　宮　本　雄　司
墨水会　会計監査　　石　井　　　温



墨 水 会 だ よ り（ 7 ）　令和８年３月１日 第33号

令和７年度　墨水会予算

令和７年７月１日 から
令和８年６月30日 まで

１  収入の部
（単位：円）

科　　目 予 算 額 前年度実績額 増　　減 摘　　要

卒業生入会金 2,500,000 1,984,000 516,000 250名×10,000円

名簿代 750,000 1,062,100 △ 312,100 250名×3,000円

寄付金 1,500,000 1,111,000 389,000

総会会費 500,000 503,000 △ 3,000 男性10,000円、女性8,000円

利息 10,000 8,811 1,189

 収入合計（Ａ） 5,260,000 4,668,911 591,089

２  支出の部

科　　目 予 算 額 前年度実績額 増　　減 摘　　要

会報 500,000 480,700 19,300 墨水会だより2,000冊

小冊子名簿 200,000 176,022 23,978 300冊

学校補助金 800,000 1,493,181 △ 693,181 クラブ活動支援等

総会費 600,000 553,411 46,589 総会・懇親会、アトラクション謝金

通信費 200,000 163,437 36,563 会報送料、総会案内等

会議費 400,000 264,981 135,019 常任幹事会、役員会、広報委員会等

渉外費 100,000 60,000 40,000 校歌祭、美汀会・墨汀会・七星会、慶弔費

総務費 400,000 230,000 170,000 担当者業務費、交通費

寄付金手数料 20,000 12,600 7,400 寄付金振込手数料負担

雑費 20,000 11,227 8,773 事務用品費、送金手数料

予備費 2,000,000 0 2,000,000 （一財）七星会支援金等

支出合計（Ｂ） 5,240,000 3,445,559 1,794,441

令和７年９月24日　　　　　　　　　　　　
墨水会　会長　　小　川　浩　平

　墨水会　会計　　加　藤　多恵子
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一般財団法人  七 星 会 　 収 支 計 算 書
令和６年４月１日から令和７年３月31日まで

１　収入の部 （単位：円）

科　　目 予 算 額 執 行 額 増　　減 備　　考

１．事業収入

　　　七生寮収入 0 0

　　　楽水寮収入 300,000 282,500 △ 17,500

２．寄付金収入 0 0 0

３．預金利息 2,000 7,176 5,176

４．雑収入 0 22,562 22,562 国税還付金・電柱敷地料

５．定期預金取崩額 2,000,000 2,000,000

　当期収入合計 302,000 2,312,238 2,010,238

　前期繰越収支差額 2,799,800 2,799,800 0

　収入合計 3,101,800 5,112,038 2,010,238

２　支出の部
科　　目 予 算 額 執 行 額 増　　減 備　　考

１．事業費

　　　給料手当 300,000 300,000 0 楽水寮管理人

　　　臨時雇賃金 250,000 200,000 △ 50,000

　　　食糧費 0 0 0

　　　福利厚生費 10,000 5,250 △ 4,750 NHK受信料

　　　通信運搬費 150,000 89,509 △ 60,491

　　　消耗品費 100,000 0 △ 100,000

　　　水道光熱費 500,000 268,190 △ 231,810 昨年度 434,274円

　　　保険料 150,000 199,950 49,950 保険（七生寮・楽水寮）

　　　委託費 250,000 218,500 △ 31,500 星野管理料等

　　　雑費 150,000 27,860 △ 122,140

　事業費合計 1,860,000 1,309,259 △ 550,741

２．管理費

　　　会議費 40,000 58,439 18,439

　　　旅費交通費 350,000 283,000 △ 67,000

　　　印刷製本費 0 0 0

　　　修繕費 200,000 0 △ 200,000

　　　事務委託費 330,000 330,000 0

　　　租税公課 400,000 374,918 △ 25,082 固定資産税（七生寮）/源泉所得税

　管理費合計 1,320,000 1,046,357 △ 273,643

３．固定資産取得支出

　　　内外部改修工事支出 0 0 0

　　　什器・備品購入支出 100,000 341,000 241,000 エアコン取得（６年償却）

　固定資産取得合計 100,000 341,000 241,000

４．施設維持積立金 0 0 0

５．法人税・住民税・事業税等 211,000 211,000 0

　支出合計 3,491,000 2,907,616 △ 583,384

　収支差額 △ 3,189,000 △ 595,378 2,593,622

令和７年７月23日 

監事　宮本雄司

（参考）損益 定期預金取崩額 △ 2,000,000
固定資産取得 341,000
減価償却費 △ 288,559
税引後当期純利益 △ 2,542,937

（現金フロー）
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海
谷　

利
宏

1
回

10
万
円

村
田　

和
夫

12
回

10
万
円

池
野　

秀
基

16
回

5
万
円

小
川　

浩
平

18
回

5
万
円

山
田　
　

温

28
回

5
万
円

加
藤　

多
恵
子

15
回

4
万
円

増
田　

達
男

旧
職
員

3
万
円

竹
鼻（
和
田
）宏
子

15
回

3
万
円

谷
澤　

尚
樹

15
回

3
万
円

清
澤　

健
一

17
回

3
万
円

山
内　

雅
哉

30
回

3
万
円

富
田　

正
則

2
回

2
万
円

林（
永
野
）綾
子

9
回

2
万
円

村
田（
國
馬
）敏
弘

9
回

2
万
円

富
田　

角
次
郎

13
回

2
万
円

木
場　

藤
一
郎

13
回

2
万
円

田
村　

光
昭

15
回

2
万
円

髙
橋　

幸
男

18
回

2
万
円

村
瀬　

哲
生

21
回

2
万
円

須
藤　

誠
一

22
回

2
万
円

荒
川　
　

博

中
23
回

1
万
円

長
谷
川　

正
雄

4
回

1
万
円

内
田　

博
万

４
回

1
万
円

直
井　
　

勝

5
回

1
万
円

宇
佐
美　

恒
明

8
回

1
万
円

井
上　

幹
夫

8
回

1
万
円

唐
松　

重
義

9
回

1
万
円

志
村（
新
保
）恭
子

10
回

1
万
円

小
原（
加
藤
）千
恵
子

10
回

1
万
円

菊
池　

満
雄

12
回

1
万
円

保
坂　

一
壽

12
回

1
万
円

三
橋　

信
義

15
回

1
万
円

内
藤（
本
田
）和
子

15
回

1
万
円

荒
井　
　

徹

15
回

1
万
円

鈴
木　

一
慈

15
回

1
万
円

海
老
澤　

浩

17
回

1
万
円

森
山　

紀
之

18
回

1
万
円

専
田（
鈴
木
）三
枝
子

18
回

1
万
円

長
塚　

昌
宏

18
回

1
万
円

塚
越　

健
次

18
回

1
万
円

佐
々
木（
村
松
）節
子

18
回

1
万
円

羽
成　
　

守

18
回

1
万
円

斉
藤　

よ
し
子

22
回

1
万
円

別
所　

正
美

23
回

1
万
円

末
永　

昌
文

23
回

1
万
円

小
野
里　

新
一

24
回

1
万
円

平
山　
　

等

24
回

1
万
円

前
田　

清
隆

24
回

1
万
円

正
村　

和
男

28
回

1
万
円

廣
木　

栄
子

30
回

1
万
円

宮
本　

雄
司

30
回

1
万
円

栁　
　

秀
樹

41
回

1
万
円

荻
野　

芙
美
江

12
回

5
千
円

武
藤　

徹
夫

13
回

5
千
円

林　
　

重
輝

18
回

5
千
円

河
野（
中
村
）そ
の
子

18
回

5
千
円

岩
崎　

健
夫

23
回

5
千
円

本
保（
皆
川
）礼
子

23
回

5
千
円

岩
崎（
塩
崎
）美
知
子

26
回

5
千
円

上
田　

大
平

26
回

5
千
円

石
塚　

重
一

30
回

5
千
円

山
成（
前
田
）あ
き
ら

30
回

5
千
円

福
嶋　

一
憲

13
回

3
千
円

米
山　

至
任

13
回

3
千
円

大
澤（
熊
沢
）け
い
子

18
回

3
千
円

長
澤　

淑
夫

28
回

3
千
円

日
野（
伊
藤
）康
子

43
回

3
千
円

板
倉　

東
雄

9
回

2
千
円

三
宅　

正
高

13
回

2
千
円

（
匿
名
）

2
千
円

藤
田　

敏
夫

48
回

1
千
円

第
28
回
寄
付
者
（
前
回
不
記
載
）

七
高
ウ
エ
ス
ト
46
回
同
期
会

46
回

2
万
円

横
打　

圭
子

24
回

1
万
円

　

今
回
は
七
十
三
名
の
方
か
ら
百
十
一
万
二
千
円
の
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。今
ま
で
に
頂
い
た
寄
付
金
も
四
千
万
円
以
上
に
な

り
百
周
年
事
業
や
学
校
支
援
、
寮
維
持
で
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

第
29
回
寄
付
金
一
覧

令
和
７
年
１
月
よ
り
12
月
末

第
29
回
ご
寄
付
の
報
告

墨
水
会
事
務
局 

17
回
　
清
澤
健
一
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令
和
７
年
度
美
汀
会
会
長
を
務
め

て
お
り
ま
す
、
江
藤
み
ゆ
き
と
申
し

ま
す
。

　

墨
水
会
の
皆
様
に
は
、
七
高
生
の

充
実
し
た
学
校
生
活
の
た
め
、
日
頃

よ
り
多
大
な
る
ご
支
援
を
賜
り
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
保
護
者

の
一
人
と
し
て
も
、
そ
の
ご
厚
情
に

深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

勉
強
や
部
活
動
、
生
徒
会
活
動
、

さ
ら
に
は
学
校
行
事
な
ど
、
本
年
度

も
七
高
生
は
活
気
に
満
ち
た
毎
日
を

送
っ
て
お
り
ま
す
。
行
事
を
通
し
て

触
れ
合
う
生
徒
た
ち
の
笑
顔
を
見
る

た
び
、
い
つ
も
安
心
さ
せ
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
七
高
生
の
穏
や
か
で
優
し

い
気
風
は
、
先
輩
方
か
ら
受
け
継
が

れ
て
き
た
素
晴
ら
し
い
長
所
な
の
だ

と
思
い
ま
す
。

　

春
に
開
催
さ
れ
た
体
育
祭
で
は
、

競
技
場
の
本
部
席
に
墨
水
会
様
か
ら

ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
テ
ン
ト
が
加
わ

り
、
壮
観
な
並
び
と
な
り
ま
し
た
。

書
体
の
デ
ザ
イ
ン
も
美
汀
会
の
テ

ン
ト
に
合
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

で
、
統
一
感
の
あ
る
、
大
変
立
派
な

情
景
で
し
た
。

　

ま
た
、
校
庭
の
ベ
ン
チ
や
部
活
動

へ
の
ご
支
援
な
ど
、
多
方
面
に
わ
た

り
温
か
い
お
力
添
え
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
こ
と
、
あ
ら
た
め
て
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

美
汀
会
は
、生
徒
た
ち
へ
の
サ
ポ
ー

ト
、
そ
し
て
先
生
方
や
保
護
者
の
皆

様
と
の
連
携
強
化
を
目
指
し
て
活
動

し
て
お
り
ま
す
。
墨
水
会
の
皆
様
方

を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
に
支
え
て

い
た
だ
き
な
が
ら
、美
汀
会
メ
ン
バ
ー

は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
尽
く
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

活
動
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
お
会

い
す
る
す
べ
て
の
方
が
七
高
を
応
援

し
て
く
だ
さ
り
、ま
た
そ
の
愛
情
が
、

生
徒
た
ち
を
大
き
く
後
押
し
し
て
く

れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
多
く
の
方

に
愛
さ
れ
て
い
る
、
素
晴
ら
し
い
環

境
の
学
校
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

墨
水
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
今
後
と
も
七
高
、
七
高
生
へ
の

変
わ
ら
ぬ
愛
情
と
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
美
汀
会
に
つ
き
ま
し
て
も
、
よ
り

一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申

し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

昨
年
の
東
京
校
歌
祭
は
、２
０
２
５
年
10
月
26
日（
日
）、杉
並
公
会

堂
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。我
が
墨
田
川
高
校
は
15
時
よ
り
出
演
し
、

前
回
以
上
の
参
加
者
が
あ
り
、迫
力
あ
る
演
奏
が
で
き
ま
し
た
。参
加

さ
れ
た
方
、
積
極
的
に
参
加
を
勧
め
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
心
よ
り

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
校
は
、前
回
と
同
様
、都
立
墨
田
川
高
校
応
援
歌
、滝
廉
太
郎
作

曲
の「
花
」、そ
し
て
校
歌
の
３
曲
を
歌
い
あ
げ
ま
し
た
。

　

今
回
の
大
き
な
特
徴
は
、で
き
る
だ
け
他
校
の
校
歌
も
聴
こ
う
、と

い
う
こ
と
。も
ち
ろ
ん
全
部
の
校
歌
を
聴
け
る
こ
と
は
理
想
で
す
が
、

直
前
の
発
声
練
習
や
リ
ハ
ー
サ
ル
も
必
要
で
す
。そ
こ
で
組
織
委
員

会
は
全
体
を
二
つ
に
分
け
、
自
分
の
出
演
す
る
グ
ル
ー
プ
の
校
歌
は

で
き
る
だ
け
聴
こ
う
、
と
い
う
工
夫
を
し
て
き
ま
し
た
。そ
の
た
め
に

リ
ハ
ー
サ
ル
は
自
分
の
前
グ
ル
ー
プ
の
出
演
中
に
行
い
ま
し
た
。墨

田
川
高
校
は
後
半
グ
ル
ー
プ
な
の
で
、
自
席
で
他
校
の
校
歌
を
聴
き

ま
し
た
。自
分
の
学
校
の
一
つ
前
に
舞
台
上
手
に
集
合
、
演
奏
後
、
自

席
に
戻
り
、他
校
の
校
歌
を
引
き
続
き
聴
き
ま
し
た
。

　

ど
の
高
校
も
自
校
の
校
歌
に
誇
り
を
持
っ
て
お
り
、胸
を
張
っ
て

歌
う
様
子
は
、
私
た
ち
に
大
き
な
共
感
を
よ
び
起
こ
し
、
一
体
感
を

持
っ
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。私
も
い
つ
も
以
上
に
応
援

歌
、
花
、
そ
し
て
校
歌
と
会
場
全
体
を
包
み
込
む
よ
う
な
幸
せ
な
気

分
で
指
揮
が
で
き
、
歌
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。と
て
も
楽
し
い
経

験
で
し
た
。

　

今
年
は
10
月
18
日（
日
）、昨
年
と
同
じ
杉
並
公
会
堂
で
行
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
多
く
の
方
が
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上

げ
、ご
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

東
京
校
歌
祭
報
告

墨
田
川
18
回
　
鈴
　
木
　
憲
　
康

美
汀
会
会
長 

挨
拶

�

江
藤
み
ゆ
き
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令
和
七
年
五
月
十
五
日
、
墨
田
区
功
労
者

表
彰
式
に
お
い
て
、
教
育
振
興
功
労
者
と
し

て
山
本
亨
墨
田
区
長
よ
り
表
彰
を
賜
り
ま

し
た
。多
年
に
わ
た
り
、
法
務
省
東
京
保
護

観
察
所
の
も
と
保
護
司
と
し
て
地
域
社
会

に
携
わ
っ
て
き
た
活
動
を
ご
評
価
い
た
だ

い
た
も
の
と
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
７
年
度
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
中
央
集
会
で
は
、
都
立
墨
田
川
高

校
の
生
徒
が
受
賞
作
文
を
朗
読
し
、
活
動
の

意
義
が
確
か
に
次
代
へ
受
け
継
が
れ
て
い

る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。今
後
も
母
校
の

精
神
を
胸
に
、
地
域
と
教
育
、
更
生
保
護
活

動
に
微
力
な
が
ら
貢
献
し
て
ま
い
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

　
　
　
　
　

墨
水
会 

副
会
長

宮
本　

雄
司（
高
校
30
回
）

第
75
回
墨
田
区
功
労
者
表
彰

　
　「
教
育
振
興
功
労
」を
受
彰
し
て

　

春
の
園
遊
会
は
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
主
催

さ
れ
、例
年
春
と
秋
の
２
回
、赤
坂
御
苑
で
開
催

さ
れ
る
社
交
の
場
で
、
招
待
客
は
宮
内
庁
が
各

省
庁
に
依
頼
し
人
選
さ
れ
ま
す
。政
治
家
・
公

務
員
の
各
機
関
の
要
人
、産
業
・
文
化
・
芸
術
・

社
会
事
業
な
ど
各
界
功
績
者
と
そ
れ
ぞ
れ
の
配

偶
者
が
招
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

～
数
々
の
ご
功
績
が
認
め
ら
れ
、

　
　
　
　
　
　
　

令
夫
人
と
ご
参
列
～

　

梶
原
氏
は
煮
炊
攪
拌
機
を
世
界
で
初
め
て

開
発
し
、食
品
機
械
分
野
の
自
動
化
技
術
を
切

り
開
き
、
以
来
、
加
熱
・
攪
拌
・
成
形
機
な
ど

の
特
許
を
多
数
取
得
し
、食
品
製
造
現
場
の
効

率
化
と
品
質
向
上
に
寄
与
さ
れ
、実
業
家
・
発

明
家
・
経
営
者
と
し
て
こ
れ
ま
で
に
、御
法
川

発
明
賞
、
通
商
産
業
大
臣
賞
、
食
品
産
業
厚
労

賞
、
食
料
産
業
特
別
貢
献
大
賞
を
受
賞
。令
和

２
年
旭
日
小
綬
章
を
受
章
。

　

ま
た
、産
学
官
連
携
事
業
や
地
方
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
支
援
を
実
施
し
て
い
る
他
、教
育
支
援

活
動
に
も
携
わ
り
産
業
と
教
育
の
橋
渡
し
を

担
っ
た
功
績
に
よ
り
、宮
内
庁
長
官
か
ら
文
部

科
学
省
を
通
じ
て
ご
招
待
を
賜
り「
2
0
2
5

   
梶
原
德
二
氏
墨
水
会
前
会
長（
高
校
４
回
）

「
春
の
園
遊
会
」に
お
招
き
さ
れ
る

年
春
の
園
遊
会
」に
参
列
さ
れ
ま
し
た
。

　

梶
原
ご
夫
妻
は
、皇
室
の
方
々
が
多
数
お
出

に
な
ら
れ
て
い
た
中
、両
陛
下
の
ご
尊
顔
を
拝

す
る
こ
と
が
出
来
、参
列
さ
れ
た
旧
知
の
方
々

と
ご
歓
談
を
楽
し
ま
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

梶
原
前
会
長
は
、母
校
の
創
立
1
0
0
周
年

事
業
に
は
多
額
の
寄
付
金
（
１
０
０
０
万
円
）

と
、図
書
館
お
よ
び
自
習
室
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

費
用
全
額
を
負
担
い
た
だ
き
、現
役
生
徒
の
学

習
環
境
を
整
え
学
習
意
欲
向
上
に
多
大
な
貢

献
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
ご
健
勝
で
益
々
ご
活
躍
さ
れ
ま
す

と
共
に
、
母
校
墨
田
川
高
校
の
た
め
引
き
続
き

墨
水
会
活
動
へ
の
ご
助
言
・
ご
指
導
を
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

三 村 明 夫 ご夫妻
（元日本・東京商工会議所会頭）

山 田 憲 典 氏
山崎製パン㈱長老

㈱不二家社長
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高
30
回
生

七
高
時
代
と
六
五
歳
同
窓
会

金
田（
市
瀬
）志
津
雄

　

令
和
7
年
5
月
10
日
、
旧
業
平
橋
駅
で
下
車
し

て
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
見
あ
げ
な
が
ら
会
場
で
あ

る
三
州
家
へ
と
向
い
ま
し
た
。

　
名
に
し
負
は
ば
い
ざ
言
問
は
む
都
鳥

　
　
　
わ
が
思
ふ
人
は
あ
り
や
な
し
や
と

　

我
々
第
30
回
生
も
65
歳
で
す
。
既
に
鬼
籍
に
入

ら
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

私
の
親
友
の
山
本
さ
ん
も
そ
の
内
の
一
人
で
す
。

私
は
若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
彼
の
分
ま
で
楽
し
く

幸
せ
に
生
き
る
と
決
め
日
々
を
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　
亡
き
親
友（
と
も
）も
輝
い
て
い
る
生
き
生
き
と

　
　
　
心
の
中
の
高
校
時
代

　
亡
き
親
友
の
分
ま
で
生
き
る
決
意
し
て

　
　
　
楽
し
く
豊
か
い
つ
も
一
緒
だ

　

業
平
の
場
合
は
恋
し
い
人
は
生
き
て
い
て
彼

の
出
世
に
も
手
助
け
し
て
く
れ
た
よ
う
で
す

が
、
我
々
の
人
生
を
よ
り
輝
き
の
あ
る
も
の
に
し

て
い
る
こ
と
に
は
、
か
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

会
場
に
は
依
田
さ
ん
、
宮
本
雄
司
さ
ん
か
ら
の

素
晴
ら
し
い
お
酒
が
飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
私

は
、
十
四
代
や
森
伊
蔵
を
早
く
飲
み
た
い
と
心
か

ら
思
い
ま
し
た
。

　
素
晴
ら
し
い
酒
が
並
ん
で
待
っ
て
い
る

　
　
　
友
の
計
ら
い
喜
び
受
け
る

　
友
が
い
て
お
酒
が
あ
り
て
ひ
と
時
を

　
　
　
楽
し
む
時
間
至
福
の
時
よ

　

会
に
は
我
々
よ
り
も
若
々
し
い
由
良
先
生
も

ご
出
席
し
て
頂
き
ま
し
た
。
酔
う
前
に
先
ず
記
念

写
真
を
撮
り
ま
し
た
。
片
倉
さ
ん
の
素
晴
ら
し

い
カ
メ
ラ
を
使
い
、
ア
ン
グ
ル
は
テ
レ
ビ
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
を
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
高
安
さ
ん

が
、
机
を
動
か
し
し
っ
か
り
と
決
め
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　
飲
む
前
に
記
念
写
真
を
撮
っ
て
お
く

　
　
　
凄
い
カ
メ
ラ
と
プ
ロ
の
演
出

　

ま
た
あ
の
素
晴
ら
し
い
七
高
校
歌
を
音
楽
部

を
中
心
に
合
唱
を
す
れ
ば
、
心
は
10
代
へ
と
向
か

い
ま
す
。

　
校
歌
聴
く
入
学
式
で
感
動
が

　
　
　
愛
校
心
が
じ
わ
り
と
湧
い
た

　

65
歳
50
名
程
の
仲
間
は
、
話
し
て
い
く
う
ち
に

心
は
10
代
へ
と
戻
っ
て
行
き
ま
す
。

　

あ
る
者
は
ふ
ん
ど
し
で
応
援
を
し
た
こ
と

を
、
部
活
で
頑
張
っ
た
こ
と
を
、
伊
藤
屋
や
百
花

園
へ
行
っ
た
こ
と
等
々
の
思
い
出
を
語
り
、
若
い

顔
は
益
々
若
く
な
っ
て
行
き
ま
し
た
。

　
伊
藤
屋
は
大
き
な
オ
バ
サ
ン
小
さ
め
の

　
　
　
オ
ジ
サ
ン
が
い
た
青
春
の
店

　
百
花
園
映
画
撮
っ
た
り
写
生
し
た

　
　
　
下
町
文
化
味
わ
い
な
が
ら

　
ふ
ん
ど
し
で
応
援
を
す
る
体
育
祭

　
　
　
思
い
は
巡
る
人
は
そ
れ
ぞ
れ
に

　
後
夜
祭
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ダ
ン
ス
し
た

　
　
　
淡
い
思
い
を
抱
き
な
が
ら
も

　

一
人
ず
つ
の
語
り
の
中
で
、
私
の
心
を
釘
付
け

に
し
た
の
は
、
現
在
哲
学
を
学
ん
で
い
る
と
語
っ

た
話
で
し
た
。
中
学
浪
人
を
し
て
七
高
に
入
学
し

た
佐
々
木
さ
ん
の
影
響
が
今
で
も
残
っ
て
い
る

と
言
う
話
で
し
た
。

　

私
は
、
部
員
50
名
前
後
で
女
子
の
多
い
華
や
か

な
音
楽
部
と
し
て
文
化
祭
で
は
「
サ
ウ
ン
ド
オ
ブ

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
の
ト
ラ
ッ
プ
大
佐
を
し
た
り
も

し
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
佐
々
木
さ
ん
と
二
人
で
文
芸
部

を
作
り
「
は
か
な
き
序
章
」
と
言
う
冊
子
を
作
り

出
し
ま
し
た
。

　

佐
々
木
さ
ん

は
、
本
で
理
論

武
装
し
て
い
ま

し
た
。

　

私
は
、カ
ミ
ュ

や
サ
ル
ト
ル
、

ラ
ン
ボ
ー
、
ベ

ル
レ
ー
ヌ
等
々

の
フ
ラ
ン
ス
の

哲
学
、
文
学
に

初
め
て
触
れ
の

め
り
込
ん
で
行

き
ま
し
た
。

　

あ
の
頃
の
七

高
の
パ
ワ
ー
は
、
物
凄
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
さ
に
青
春
、
混
沌
と
し
て
華
や
か
で
暗
く
て
楽

し
く
て
、
悲
し
か
っ
た
時
代
で
し
た
。

　
解
放
区
や
り
た
い
こ
と
を
や
っ
て
い
た

　
　
　
個
性
む
き
出
し
尊
重
し
な
が
ら

　
い
く
つ
か
の
茶
店
が
あ
っ
た
片
隅
で

　
　
　
議
論
交
わ
し
た
熱
き
お
も
い
で

　
そ
れ
ぞ
れ
が
分
け
の
分
か
ら
ぬ
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
　
　
爆
発
さ
せ
て
た
七
高
生
よ

　

二
次
会
も
三
州
家
さ
ん
で
や
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

浅
草「
え
ん
」の
女
将
の
泉
さ
ん
、
今
で
も
合
唱

バ
リ
バ
リ
の
ゆ
か
り
さ
ん
の
歌
声
は
特
に
美
し

く
私
の
心
に
響
き
ま
し
た
。

　
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
き
を
増
す
懐
か
し
い

　
　
　
高
校
時
代
時
経
つ
ほ
ど
に

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

45
回
生
　
定
期
同
窓
会

45
回
生
　
杉
崎
　
真
嗣

　
「
よ
う
！
久
し
ぶ
り
！
」１
年
ぶ
り
の
再
会
で
、

そ
ん
な
言
葉
が
飛
び
交
う
の
は
両
国
に
あ
る
同

級
生
の
店
「
旬
の
魚
と
酒
さ
と
う
」。毎
年
末
に
ド

イ
ツ
・
韓
国
等
の
海
外
組
も
こ
の
日
に
合
わ
せ
て

帰
国
し
、20
〜
30
人
が
集
う
。

　

き
っ
か
け
は
店
主
が
Ｂ
族
で
あ
る
こ
と
か
ら

Ｂ
族
の
仲
の
良
い
メ
ン
バ
ー
が
店
を
利
用
さ
せ

て
も
ら
っ
て
の
ミ
ニ
同
窓
会
。そ
こ
か
ら
部
活
関

係
等
で
広
が
っ
て
い
き
、
長
期
休
暇
が
取
り
や
す

く
ま
た
、
年
の
節
目
で
あ
る
年
末
12
月
29
日
に
毎

年
集
ま
る
事
と
な
っ
た
。

　

初
回
は
い
つ
だ
っ
た
か
忘
れ
て
し
ま
っ
た
が
、

少
な
く
と
も
７
～
８
年
前
に
は
始
ま
っ
て
い
た

と
思
う
。年
に
１
度
き
り
の
顔
合
わ
せ
と
な
る
人

物
も
い
る
。し
か
し
な
が
ら
、
会
え
ば
や
は
り
高

校
時
代
の
話
で
す
ぐ
に
盛
り
上
が
る
。

　

昔
フ
サ
フ
サ
今
ツ
ル
ツ
ル
、
昔
ガ
リ
ガ
リ
今
コ

ロ
コ
ロ
、
外
見
は
大

き
く
変
わ
っ
て
し

ま
っ
て
い
て
も
、
集

え
ば
心
は
あ
の
頃

へ
。時
に
は
ゲ
ス
ト

で
先
生
に
も
加
わ
っ

て
い
た
だ
き
、
さ
ら

に
話
は
盛
り
上
が

る
。ま
た
来
年
末
を

楽
し
み
に
１
年
を
駆

け
抜
け
て
い
く
。

同同
期期
会会

同同
期期
会会
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協
議
会
の
目
的
は
、
学
校
の
教
育
活
動
が

保
護
者
・
地
域
社
会
に
理
解
さ
れ
、
学
校
運

営
に
保
護
者
・
地
域
社
会
の
意
向
が
反
映
さ

れ
、
学
校
が
地
域
に
根
ざ
し
、
よ
り
発
展
し

て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
年
３
回
協
議
会
が
開

催
さ
れ
る
。
構
成
は
内
部
委
員（
管
理
職
、
経

営
企
画
室
長
、
分
掌
主
任
）
と
外
部
委
員
（
有

識
者
、
近
隣
中
学
校
長
、
地
域
有
識
者
、
保

護
者
代
表
、
同
窓
会
代
表
）で
あ
り
、
同
窓
会

代
表
と
し
て
、
令
和
６
年
度
・
７
年
度
は
小

川
会
長
、
山
田
副
会
長
が
外
部
委
員
と
し
て

出
席
し
て
い
る
。
学
校
の
状
況
や
実
情
を
把

握
し
、
同
窓
生
と
し
て
学
校
運
営
に
資
す
る

意
見
な
ど
を
協
議
会
で
伝
え
つ
つ
、
学
校
支

援
を
常
に
意
識
し
、
学
校
関
係
者
に
同
窓
会

組
織
へ
の
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
よ
う
努

め
て
い
る
。

　

令
和
６
年
度
・
７
年
度
の
学
校
の
状
況
は

次
の
通
り
で
あ
る
。

〈
進
路
状
況
〉

　

学
級
数
が
１
減
で
あ
っ
た
令
和
５
年
度
に

比
し
、
令
和
６
年
度
は
国
公
立
大
学
合
格
者

の
増
加
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
難
関
・
中

堅
私
大（
早
慶
上
理
、
Ｇ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ
、
日
東

駒
専
な
ど
）は
回
復
・
増
加
が
見
ら
れ
、
単
位

制
進
学
指
導
推
進
校
と
し
て
の
片
鱗
は
見
ら

れ
た
。

〈
入
試
応
募
状
況
〉

　

令
和
７
年
度
応
募
状
況
は
推
薦
・
学
力
と

も
に
厳
し
く
、
令
和
８
年
度
向
け
に
総
務
部

を
中
心
に
募
集
対
策
に
力
点
を
置
き
、内
部
・

外
部
で
の
説
明
会
や
見
学
会
、
自
校
作
成
問

題
ガ
イ
ダ
ン
ス
な
ど
を
工
夫
し
、
参
加
中
学

生
・
保
護
者
の
人
数
は
増
加
が
見
ら
れ
、
８

年
度
入
試
に
つ
い
て
は
一
定
程
度
希
望
が
持

て
る
。

〈
学
校
運
営
の
デ
ジ
タ
ル
化
・
Ｄ
Ｘ
等
の
推
進
〉

　

通
信
環
境
の
整
備
を
ベ
ー
ス
に
、
様
々
な

シ
ス
テ
ム
の
導
入
・
デ
ー
タ
連
携
の
推
進
に

よ
り
、
学
校
運
営
や
生
徒
・
保
護
者
へ
の
連

絡
な
ど
を
効
率
化
し
て
い
る
。
教
員
の
働
き

方
改
革
に
資
す
る
様
々
な
取
組
み
も
見
ら
れ

る
。
Ｈ
Ｐ
更
新
回
数
増
や
内
容
充
実
な
ど
の

成
果
で
、
ア
ク
セ
ス
数
は
飛
躍
的
に
伸
び
て

お
り
、
情
報
発
信
の
成
果
が
見
ら
れ
る
。
今

後
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
Ｘ
な
ど
）
の
活
用
も
視
野
に
入
れ

て
い
る
が
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
が
課
題

で
あ
る
。

〈
探
求
的
学
習
の
推
進
〉

　

独
立
し
た
分
掌
組
織
と
し
て
の「
探
求
推
進

部
」を
中
心
に
、
キ
ャ
リ
ア
探
求
・
学
問
的
探

求
意
識
を
育
成
し
て
い
る
。
大
学（
例　

千
葉

大
へ
の
１
年
生
全
員
訪
問
）
や
外
部
機
関
（
例　

経
団
連
か
ら
の
探
求
講
師
招
聘
）と
の
連
携
、

探
求
計
画
発
表
会
・
校
内
報
告
会
な
ど
を
機

に
、
探
求
的
学
習
の
成
果
向
上
に
つ
な
げ
て

い
る
。

〈
英
語
教
育
、
国
際
教
育
の
推
進
〉

　

都
か
ら
補
助
を
受
け
た
英
検
の
全
員
受
験
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
研
修
旅
行
（
夏
休
み
）
の
取
組

み
な
ど
、
生
徒
の
着
実
な
英
語
力
の
向
上
、
直

接
的
・
間
接
的
な
国
際
理
解
の
深
化
が
果
た

せ
る
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

〈
行
事
、
部
活
動
、
生
徒
会
活
動
な
ど
〉

　

体
育
祭
・
七
高
祭
・
合
唱
祭
は
、
実
行
委

員
会
を
中
心
に
生
徒
自
ら
が
考
え
取
り
組
む

姿
勢
が
伝
統
的
に
貫
か
れ
て
い
る
。
準
備
や

運
営
も
生
徒
が
主
体
的
に
行
っ
て
い
る
。
七

高
祭
来
場
者
は
７
年
度
、
約
３
，
５
０
０
名
。

部
活
動
は
、体
育
系
で
水
泳
部
が
関
東
大
会
・

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
出
場
、
ボ
ー
ト
部
が
関

東
大
会
出
場
な
ど
顕
著
な
成
績
を
揚
げ
て
い

る
。
ま
た
文
化
系
の
部
活
動
も
吹
奏
楽
部
の

コ
ン
ク
ー
ル
金
賞
（
都
大
会
代
表
）
を
初
め
多

く
の
部
で
実
績
を
残
し
て
い
る
。
学
校
全
体

で
部
活
動
を
通
じ
、
活
気
あ
る
学
校
生
活
が

継
続
し
て
い
る
。
一
方
、
生
徒
会
が
墨
田
特
別

支
援
学
校
と
連
携
し
文
化
祭
交
流
を
行
う
な

ど
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
進
め
て
い
る
。

（
文
責　

副
会
長　

山
田
）

墨
田
川
高
校

学
校
運
営
連
絡
協
議
会
報
告

（
以
下
、
協
議
会
）
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大学名 合格者

国公立 19
京都大学 1

お茶の水女子大学 1

千葉大学 1

埼玉大学 1

東京学芸大学 3

東京都立大学 4

東京藝術大学 1

福島大学 2

北見工業大学 2

釧路公立大学 1

群馬女子大学 1

埼玉県立大学 1

早慶上理 25
早稲田大学 9

慶應義塾大学 3

上智大学 5

東京理科大学 8

GMARCH 102
学習院大学 9

明治大学 26

青山学院大学 12

立教大学 17

中央大学 8

法政大学 30

成成明学獨國武 73
成蹊大学 10

成城大学 10

明治学院大学 11

獨協大学 25

國學院大學 9

大学名 合格者

武蔵大学 8

日東駒専 220
日本大学 83

東洋大学 89

駒澤大学 29

専修大学 19

四工大 35
工学院大学 3

芝浦工業大学 11

東京電機大学 13

東京都市大学 8

大学校 1
国立看護大学校 1

私大 354
亜細亜大学 14

跡見学園女子大学 2

石巻専修大学 1

ＳＢＣ東京医療大学 1

桜美林大学 5

大妻女子大学 13

学習院女子大学 2

神奈川大学 4

神田外語大学 6

北里大学 4

共立女子大学 14

共栄大学 1

杏林大学 2

国士舘大学 5

産業能率大学 1

実践女子大学 17

大学名 合格者

十文字学園女子大学 1

秀明大学 1

淑徳大学 2

順天堂大学 11

昭和女子大学 5

昭和音楽大学 2

清泉女子大学 2

聖徳大学 2

洗足学園音楽大学 3

創価大学 1

大正大学 23

大東文化大学 6

拓殖大学 5

玉川大学 5

多摩美術大学 2

千葉工業大学 45

千葉商科大学 4

津田塾大学 1

帝京大学 5

帝京科学大学 2

帝京平成大学 1

東海大学 8

東京有明医療大学 1

東京医療保健大学 6

東京家政大学 9

東京家政学院大学 1

東京経済大学 3

東京工科大学 2

東京慈恵会医科大学 1

東京女子大学 8

東京農業大学 9

東京薬科大学 2

東邦大学 4

東洋学園大学 2

大学名 合格者

二松学舎大学 4

日本女子大学 5

日本赤十字看護大学 1

フェリス女学院大学 1

文化学園大学 1

文教大学 11

文京学院大学 3

武蔵野大学 20

武蔵野美術大学 2

明治薬科大学 1

明星大学 2

目白大学 7

立正大学 9

龍谷大学 1

流通経済大学 2

麗澤大学 3

和洋女子大学 4

専門学校 12
大原医療秘書福祉保育専門学校 1

昭和大学医学部付属看護専門学校 1

中央医療技術専門学校 1

TCA東京ECO動物海洋専門学校 1

道灌山保育福祉専門学校 1

東京警察病院看護専門学校 2

東京電子専門学校 1

東京メディカルスポーツ専門学校 1

都立板橋看護専門学校 1

西新井看護専門学校 1

日本菓子専門学校 1

就職 1
ALSOK関東デリバリー株式会社 1

（2025年４月２日現在）
進路指導部

東京都立墨田川高等学校
　　　　第77回生　合格実績一覧

四年制大学 263

短期大学 0

専門・各種学校 12

就職進学（大学校等） 1

公務員 0

民間企業 1

他（進学準備等） 27

合計 304

国公立大学 19

国公立大学校等 1

国公立合計 20

早慶上理 25

GMARCH 102

関関同立 0

その他私大等 682

私立大合計 809

短大 0

合計 829

専門・各種学校 12

公務員 0

企業就職 1

他（進学準備等） 27

四年制大学進学率 86.5%

【進路状況】 【合格状況】



 水泳部
〈東京都春季大会上位入賞〉

　男子100m平泳ぎ　男子200ｍ平泳ぎ　女子400ｍ自由形
　女子200m個人メドレー　女子400mフリーリレー
　女子400ｍメドレーリレー

〈東京都高等学校選手権大会上位入賞〉
　男子100ｍ平泳ぎ　男子200ｍ平泳ぎ　女子400ｍ自由形
　女子800ｍ自由形　女子400ｍ個人メドレー
　女子400ｍフリーリレー

〈関東大会　兼　インターハイ予選会　出場　（７種目）〉
　男子100ｍ平泳ぎ　男子200ｍ平泳ぎ　女子400ｍ自由形
　女子400ｍ個人メドレー　女子800ｍ自由形
　男子400ｍフリーリレー　女子400ｍメドレーリレー

〈インターハイ出場（３種目）〉
　男子100ｍ平泳ぎ　男子200ｍ平泳ぎ　女子400ｍ自由形

〈東京都新人大会上位入賞〉
　男子200ｍ平泳ぎ　男子100ｍ背泳ぎ
　女子200ｍ個人メドレー　女子400ｍ自由形
　男子400ｍフリーリレー　男子200ｍフリーリレー
　女子400ｍフリーリレー

 ボート部
〈関東高等学校選抜ローイング大会〉

　女子舵手付きクォドルプル　出場

 吹奏楽部
第65回東京都高等学校吹奏楽コンクール
　A組　金賞　　同　B組　金賞
　＊金賞受賞校から代表校（12校）として都大会に出場

 文芸部
令和７年度第47回東京都高等学校文化祭文芸大会
　地区大会　短歌部門　最優秀賞
　中央大会　俳句部門　東京都５位
　中央大会　小説部門　東京都２位
　文化連盟会長賞　短歌　最優秀賞　東京都１位

 書道部
全国優良団体賞（毛筆の部）全国で優良な10団体に選出
第41回成田さん全国競書大会　推薦日輪賞２名
第41回高円宮杯日本武道館書写書道大展覧会
　毛筆の部日本武道館賞４名

 サッカー部
インターハイ東京都支部予選　３回戦（ブロック決勝）進出
新人戦　地区大会　３回戦進出

 柔道部
　柔道部は、男子７名、女子１名、女子マネージャー２名の計10
名で活動しています。
　合言葉は「挑戦」、勉強も部活も高い目標に向かって「挑戦」する
気持ちを胸に「心・技・体・礼」を磨き「一本」とる柔道を目指し関
東大会出場を目標に稽古に励んでいます。
　部員は少ないですが、週５日間の活動を行い、トレーニング、か
かり稽古、約束練習、乱取稽古を中心に日々厳しい稽古に打ち込
んでいます。100名以上が集まる夏の合同合宿や、カナダ、フラン
ス、ポーランドの柔道クラブとの交流も頻繁に行っております。
　「精力善用」「自他共栄」という言葉のように、柔道を通じた人間力
の向上を目指し、卒業後も社会の一員として活躍できる人を目指し
ています。

■活動実績
Ｒ５年度インターハイ東京都大会　団体女子ベスト８（第５位）
Ｒ５年度関東選抜東京都大会　個人66㎏級ベスト８（第５位）
Ｒ５年度関東選抜大会　個人女子78㎏級出場
Ｒ５年度東京都国公立大会
　団体男子準優勝
　個人男子86㎏級優勝
　女子中量級優勝
R ６年度東京都国公立大会　
　団体男子準優勝
　個人男子66㎏級準優勝
R ７年度インターハイ東京都予選　男子団体ベスト16

 女子バレーボール部
　女子バレーボール部は２年次生６名、１年次生８名の計14名で活
動しています。
　バレーボールを通じて「人として成長すること」を目標として日々
練習しています。仲間と共に技術面を磨き、チーム力を高められる
ように意見を出し合い、切磋琢磨しています。日頃からコミュニケー
ションを大切にし、ぶつかることがあってもお互いの意見を尊重し
伝え合うことを大切にし、部全体の成長へ繋げています。
　練習では今の自分たちに足りない部分を考えメニューを立て、試
合を意識した練習になるようにそれぞれが声をかけ合って技術向上
に努めています。また夏には長野県へ合宿に行き、チームを形作り
ながら基礎を固め、大会へ向けて暑い中頑張りました。その結果、
江戸川近隣大会、上野カップ等の大会をはじめ、高体連主催の新人
大会のリーグ戦では優勝することができ、成果を出すことができま
した。また、墨田区民大会に参加させていただきバレーボールを通
して地域の方たちとの交流を深めることができました。
　今後も、墨田川生としての自覚と誇りを持ち、日頃から支えてく
ださる方々への感謝を忘れずにバレーボールを全力で楽しみ、全力
で取り組んでいきます。そしてバレーボール部で過ごした時間が後
悔のないものとなるよう頑張っていきます。

■活動実績
令和６年度東京都高等学校春季大会　リーグ優勝　東京都ベスト48
令和６年度東京都高等学校インターハイ予選　東京都ベスト80
令和６年度東京都高等学校夏季大会　第３位
令和６年度墨田区大会　準優勝
令和７年度東京都高等学校春季大会　リーグ優勝
令和７年度東京都高等学校新人大会　リーグ優勝
　　　　　　　　　　　　　　　　　（上位大会は感染症により棄権）

＊＊＊スポーツ特別推薦　部活動紹介・報告＊＊＊
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今年度の主な 部 活 動 実 績
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柔道部（特別推薦部活動）

水泳部（関東大会出場）

ボート部（関東大会ローイング出場）

体育祭（足立区舎人公園競技場）

七高祭（文化祭）

女子バレーボール部（特別推薦部活動）

水泳部（インターハイ出場）

吹奏楽部　コンクール金賞（文化祭での演奏）
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